附件    コンテンツ使用許諾契約書

株式会社マックス‧エー（以下「甲」という）と、株式会社on3（以下「乙」という）とは、甲が適法な権利を有するタレントの肖像、音声等を乙が企図するコンテンツ配信サービスにおける使用に関して、次のとおり契約を締結する。
第1条（使用許諾）

甲は乙に対し、自らが所有する又は第三者が所有し当該第三者から甲に対し本契約の目的上必要な権限一切が付与されている別紙目録記載のタレント（以下、「本件タレント」という。）の氏名、肖像、音声その他著作物等（以下「当該コンテンツ」という）の乙による使用を許諾するものとし、また乙は、本契約の有効期間中、本契約に定める地域、及び約定に従い当該コンテンツを再許諾権付で商用的に使用することができるものとする。乙は、当該再許諾権に基づき、オペレーター（以下、「OP」という。）またはコンテンツプロバイダー（以下、「CP」という。）に当該コンテンツを使用許諾することができる。
第2条（当該コンテンツの使用形態）

1. 乙は、本契約期間中、本契約に定める地域において、コンピュータによる自動公衆送信手段を用いて、一般ユーザーが利用する端末機に向け有料にて当該コンテンツを配信し、電子情報配信販売サービス（以下「本件サービス」という）を行うものとする。
2. 乙による当該コンテンツの使用範囲については、ケーブルテレビ向け情報配信サービス、携帯電話向け情報配信サービス、インターネット上の有料サイト向け情報配信サービスを対象とする静止画ならびに動画に限定して当該コンテンツを供給することが出来るものとする。その他の対象については別途協議する。
3. 乙は一般ユーザーへの当該コンテンツの販売を行う場合、その旨を事前に甲に通知し甲の書面による承諾を得るものとする。
4. 乙は、「本件サービス」における「当該コンテンツ」の配信販売に際して、甲の指定する権利表示を「当該コンテンツ」に付するものとする。
第4条（当該コンテンツの変換および固定）

1. 甲は、当該コンテンツを乙に使用許諾するに際し、当該コンテンツが収録されている紙焼き、ポジフィルム及びMO、CD-R、DVD-R（以下、総称して「画像情報」という）を乙に貸与する。

2. 乙は、画像情報に収録されている当該コンテンツを、本件サービスを行うために乙が必要とするデータ形式に変換して記録媒体に固定する（以下「一次固定」という）ものとする。
3. 乙は、一次固定した当該コンテンツを、コンピュータを用いた通信等の自動公衆送信を使用して乙が設置する端末機の記憶媒体に固定する（以下「二次固定」という）ことができる。
4. 乙は、当該コンテンツを本件サービスにおいて配信するにあたり、必要な範囲で複製し、翻案し、又は改変することができる。但し、甲及び本件タレントの社会的評価及び名誉を害する取扱いをしてはならない。また社会的悪影響を与えるような扱いをしてはならない。
5. 乙は、本契約が終了した場合、甲から貸与を受けた画像情報を甲に返却するものとします。また、当該コンテンツが固定されたデータを遅滞なく削除、消去するものとする。
第5条（権利の帰属）

当該コンテンツの著作権及び工業所有権はじめ肖像権等法律上の権利は甲に帰属するものとする。また、甲から乙に貸与される当該コンテンツの所有権は甲に帰属し、乙が当該コンテンツから一次固定し乙が制作した制作物にかかる諸権利は、乙に帰属する。

第6条（コンテンツの混載）

乙は、当該コンテンツの第2条所定の形態による使用において、当該コンテンツを単独又は他の当該コンテンツ等と組み合わせるなどして、混載にて使用することができる。但し混載にて当該コンテンツを使用する場合は、事前に甲より概要につき承諾を得るものとする。

第9条（当該コンテンツの画像情報等の保管）

乙は、本契約の有効期間中、第7条により甲より引き渡された当該コンテンツの画像情報及びその宣材を善良なる管理者の注意義務をもって保管するものとし、本契約の目的に範囲を超えてこれを使用してはならない。
第10条（保証）

1. 甲は乙に対して、当該コンテンツ及びその宣材につき、次の各号を保証する。

（1） 当該コンテンツが適法に制作されたものであること。
（2） 甲が真の所有者（又は適正な権限を有する管理者）であること。
（3） 法律上の諸権利一切が甲に帰属すること、又は、これらにつき正当な処分権限（本契約上の権利を許諾する権限を含む）を有すること。
（4） 当該コンテンツ及びその宣材は第三者の諸権利を侵害していないこと、必要な著作権処理その他の権利処理が完了していること、及び本契約に基づく乙の当該コンテンツ並びにその宣材の利用行為は第三者の権利を一切侵害しないこと。
（5） 本契約に基づく乙は当該コンテンツ及びその付属物の利用行為（広告宣伝への使用を含む）に関して、著作権をはじめとする制作関係者その他の第三者から異議、クレームの申し出等紛争が生じた場合には、甲は、甲の責任と負担において当該紛争を解決し、乙に対して一切迷惑をかけないこと。
2. 乙は甲に対して、次の事項を承認する。

（1） 乙の役員‧従業員以外の第三者による当該コンテンツ或いは本件タレントの名称や宣材の違法利用の結果、甲（又は甲が本契約目的上必要とするすべての権限を甲に対して付与した他の第三者。本件タレントを含み、これら第三者と総称して以下「原権利者」という）の一部又は全員が被った損害に関して、甲は、当該違法利用行為者が乙の役員‧従業員ではないこと及びこれらの者故意又は過失に起因する不法行為ではないことを乙が立証した場合に限り、甲が被った損害の賠償を得ようとするときは、当該加害者を相手方として法的手段等により甲乙協力して直接救済を求めるものとすること。
（2） 乙は本契約第9条所定の「善良なる管理者の注意義務」にかかわらず、前号の第三者の違法利用行為等が乙の故意又は過失に起因する場合において甲又は原権利者に損害が生じた場合は、乙は一切免責されないものとすること。

第11条（二次的利用及び範囲外利用）

甲及び乙は、下記事項の取り扱いについては、別途協議して定めるものとする。
（1） 本契約第2条の当該コンテンツ使用において生じる二次的利用

（2） 本契約第2条の当該コンテンツ使用範囲外の当該コンテンツの使用

第12条（使用料）

（1） 乙は、甲に対して、本契約で許諾された権利一切の対価として、乙がOPあるいはCPより徴収した情報料金の50％相当額を（消費税及び地方消費税別途）を支払う。なお、乙は、当該対価から、当該国政府（地方政府も含む。）により課せられる源泉徴収税額を控除して、甲に支払うものとする。
（2） 前項所定の使用料には、甲に対する報酬の他、著作者、制作関係者その他の権利者に対する報酬、当該コンテンツや付属物に関わるすべての対価ならびに当該コンテンツ引き渡しに要する諸費用等の一切の費用及び対価が含まれるものとし、乙は、本契約に関して、甲又は関係権利者に対し、前項所定の使用料以外には何ら金員の支払いを要しないものとする。
第13条（使用料の支払対象）

前条に従い、乙より甲に支払われる使用料は、OPまたはCPの一般的ユーザーに対する小売値を基に当該コンテンツのダウンロード数を計算するものとし、当該コンテンツ及び記録媒体が正当な範囲内で広告宣伝及び販売促進に利用される場合等、乙が収入を得ないで頒布するものに関しては、前条に定める使用料の支払対象から除外するものとする。但し、乙は、上記の宣伝または販売促進活動を行う場合には、事前に甲の承諾を得るものとする。
第16条（契約期間）

本契約の有効期間は、平成21年6月1日より平成22年5月31日迄の1年間とする。但し、期間満了の3ヶ月前までにいずれかの当事者から相手方に対して書面で別段の通知がなされない限り、更に1年間自動更新されるものとし、以後も同様とする。
第17条（許諾地域）

1. 甲及び乙は、本契約の契約地域を台湾（中華民国）、香港（中華人民共和国香港特別行政区）、澳門（中華人民共和国澳門特別行政区）と限定して定めるものとする。
2. 前項所定の契約地域以外の地域における当該コンテンツの使用に関しては、甲乙別途協議を行い定めるものとする。

第19条（権利譲渡の禁止）

甲及び乙は、相手方の事前の書面による承諾なしに、本契約から生じる権利‧義務の全部または一部を第三者に譲渡し、継承させ、または担保に供してはならない。但し、相手方において書面による同意が得られた場合はこの限りではない。
